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1 売上.利益の可能性 ( ) 1 資金力 ( )
2 成長の可能性 ( ) 2 マーケテイング力 ( )
3 競争状況 ( ) 3 製造.オペレーション力 ( )
4 応用範囲の広さ ( ) 4 技術.サービス企画力 ( )
5 業界再構築の可能性 ( ) 5 商品.情報入手力 ( )
6 特別な社会状況 ( ) 6 マネージメントサポート ( )
魅力度合計 ( ) 適牡鹿合計 ( )
事業度-魅力度合計+適社度合計
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な競争優位を獲得するために必要な経営資源は.他社が完全には模倣で






















































































































































で,且つこの特 許を回避 した代替技 術 では同様 の性 能を達 成できない (Non-
substitutable)技術を開発できる研究開発部門は VRIN な経営資源として持続的競争優
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富士写真フイルム デジタルカメラ ･上田博造 元副社長
(秩)東芝 HDD&DVDレコーダ 片岡秀夫 デジタルAV事業部 参事
日産自動車(秩) 新型フェアレディ-Z 湯川伸次 商品開発本部 主管
シャープ(樵) 液晶テレビ 船田文明 ディスプレイ技術開発本部 副本部長
三菱電捷(秩) 世界標準暗号 松井充 情㈱ 合研究所 技術部次長
三共(樵) 高脂血症治療薬 中村和男 元研究開発部 現シミック(秩)社長























































































































































(手 ② ③ ㊨ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 計
協鰍統合 研究所.工場間等の社内の人事異動 ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ 7.5
分社化 ○ ○ 2.0
プロデューサ的人材の育成 A 4
明確などジョン ○ ○ ○ 3.0
同期入社のネットワーク ○ 1.0
組織的学習 失敗を許卑奨励)する風土 ○ ○ ○ ○ 4.0
先行技術への投資 ○ ○ ○ ○ ○ 5.0
社内外の公式.非公式な知識の場 ○ ○ ○ ○ 4.0
技術的焼会主義 ○ 1.0
経営資源再配分 トップダウンでの優秀な人材再配分 ○ ○ ○ ○ 4.0






























































































































































































































2001年度 2002年度 2003年度 2004年度 2005年度






































































































































































































































































































































































実際にやると DVDと vHSとは事業部が違 う｡私が間に立ち点と点との情報収集を実施
し,案を作る○
P61 私は子供のころ外国で暮 らしていま したoそこで,双方の意思は簡単には伝わらない
という経験を前提に,自分なりのアプローチを工夫 した○
最初の広告部の仕事はインターフ○リタ-の仕事o同 じ日本語をしゃべっていても世界が違え








付表 2.3 日産自動車 (秩)における新型フェアレディtZ開発を支えた










経営からは新型 Zへの役割を与えられます○それは ｢世界中で日産の Blを Zで回復





私は Zのチームに具休的目標を議論 しながら渡 しま した.とはいえ,最初は喧嘩もしま し













P53 当社には ｢好況期に次世代の布石｣の社風があり,... .
P54 1964年から液晶を開発01975年から開発開始 していた TeTFTよりも 100倍優れた性能を持つ a-Siの TFTを英国のタ●ンデイ大学のスヘ○7教授が 81年に発表○早速,Te-TFTの
設備を改良して a-SiTFTの試作にかかり,1983年に社内初のカラーa-SiTFT-LCDの試
作を完成させたのです.
P55 当社独自の戦略に, 『ス̂ ○イラA.7ツフ○戦略』があります○これはキi◆̂'イスをコアとした独自特徴商品による新応用市場創出を目指 したもので,具体例 としては液晶テレヒ◆
(AOUOS)やサ●ウルス.液晶ヒ●ユ-カム,液晶t:'シ●ヨン,メヒ●ウスJ-トPC などとして形を現 していま
す○









でも,苦 しみながら何とかやつてこれたのは ｢自分が難 しいものは人も難 しい .｣と




P47 今でこそ暗号は世間に浸透 していますが,87 年当時は予算も人数も少ないマイトな存在でした○そんなセクシ】ンが存在 し得たのは,同じ課に誤 り訂正技術の仕事があったため
に食べていられたという背景があります○上司が暗号はやっておくべきだとの考え方
を持っていましたoだから符合技術の裏側で続けていたのです.





























そんな中,感謝 しているのは当時の上司が非常に度量の大きい方だ ったことで し
た..- 飾 り的な課長を置いて私が実質を握れるような配慮をしてくださいました○
P66 かつて新人時代に文句を言った連中が社長秘書をは じめ,営業など各部署で活躍 し
ていましたので,その中の有望な人たちとご飯を食べながら ｢会社をよくするために






































P71 プロデユ-サにもつとも大切なのはコ●-ん .なにを成功 させるのか ? そのためには
自分に頭はなくてもいい｡絶対に自分よ りも優秀な人を雇 って くる-- というのが
鉄則です○どうせ自分には欠点があります.プロデューサの役 目は,自分の足 りない
ところをどう補 うかだと思います｡
企業のなかのプロデューサという言葉を,20代か ら意識 して使 っていま した○とはい
え,プロデューサ といのは教育システムの中で育ちに くい要素があることは否めま
付表 2.7 ソニー (秩)における CCD開発を支えた
ダイナ ミック ･ケイパ ビリティーに関わる要因
出典 :テクノロシ●-マネーシ◆メント,2005/09
JC-./ 文脈
P34 企業研究 というものは.シース●か ら入るとあた りはずれが大きく,ニース ◆か ら人 らなけれぱならい一一一一一ということに初めて気づきま した○
入社後 2年 8ケ月の間に 7回も部署が変わ りま した○
P35 tJ=-はといえば,53年にトランシ●スタラシ●オを開発 しま した.これは当時の井深社長が ｢やれ｣








研究を開始 し,ビジネスになったのは 85年○15年間かか りま した○ この長い死の令
をどう耐えるかが大きなホ○イン卜 .○







カメラシステムも同 じク●ルー7.で開発 していま した○ですか らタ-ゲッ トとフィー ドバックが
非常に明確だったのです○




です 仕事において勝ち方を知 らない人が多い○入社 して ら定年まで勝 ったことが
な く,どうやって勝てばいいかがわか らないのです○勝てばどんな感動があるか ?こ
れを一度味わうと次か らは自然と勝ち方がわかって くるのです○
P38 ｢研究所が持ちすぎると研究は腐る｣研究は生ものと考え,1個作るとす ぐに製造 してビジネスだo研究所か ら事業部へ CCD開発者全員を異動 しま した○
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れ u)(-eJIJ面)および dl(-1/uJ)とし.不確実性2による上昇率と下落率を u2および,d,(-)/u,)と
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